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はじめに 

 
生物多様性国家戦略は、「生物の多様性に関する条約（以下「生物多様性条約」という。）」に基づ

き、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する国の基本計画として、平成７年 10 月に初めて策

定され、その後、平成 14 、19、22 年に見直しが行われました。平成 20 年には生物多様性基本法

が制定され、同法第 11 条に基づく計画として位置づけられています。平成 22 年の生物多様性条約

第 10 回締約国会議（COP10）における生物多様性に関する新たな世界目標（愛知目標）の採択、

翌 23 年の東日本大震災の発生という、二つの大きな出来事を背景に、平成 24 年には「生物多様性

国家戦略 2012-2020」（以下「戦略 2012-2020」という。）が策定されました（９月 28 日に閣議決

定）。戦略 2012-2020 は、自然のしくみを基礎として自然と共生する真に豊かな社会の実現に向け

た方向性を示す役割を担っています。 
戦略 2012-2020 は、「第１部 生物多様性の保全及び持続可能な利用に向けた戦略」と「第２部 愛

知目標の達成に向けたロードマップ」、「第３部 生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する行動

計画」の３部で構成されています。第１部では、いのちと暮らしを支える生物多様性の重要性や、

生物多様性を取り巻く現状と課題を記述するとともに、生物多様性の保全と持続可能な利用に向け

た我が国の目標、自然共生社会における国土の将来像としてのグランドデザイン、「科学的認識と慎

重かつ順応的な態度」など施策展開にあたっての７つの基本的視点、「生物多様性を社会に浸透させ

る」などこれまでの４つの基本戦略に「科学的基盤を強化し、政策に結びつける」を加えた５つの

基本戦略について示し、おおむね 2020 年度までに重点的に取り組むべき施策の方向性を明らかに

しました。第２部には、愛知目標を踏まえて我が国の目標等を示し、そのうち可能なものについて

は、目標年次と目標達成や進捗状況を把握するための関連指標を示し、愛知目標の達成に向けたロ

ードマップを示しました。さらに、第３部は、具体的な行動計画として、愛知目標の達成に向けた

施策をはじめとする、我が国の生物多様性関連施策を体系的に記述しました。 
戦略 2012-2020 では、生物多様性条約に基づく第５回国別報告書の提出（2014 年３月が期限）

にあわせて「国家戦略の実施状況について、最初の総合的な点検を実施」するとしており、本点検

はそれに基づき実施するものです。なお、平成 26 年 10 月に韓国で開催される生物多様性条約第

12 回締約国会議において、各国から提出される国別報告書を踏まえ、愛知目標の進捗状況等に関す

るレビュー等が行われる予定です。 
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点検の実施方法 

 
今回の点検は、原則として平成 24 年９月 28 日の戦略 2012-2020 の策定から平成 25 年９月末

までの約１年間を対象として行いました。構成は戦略 2012-2020 に対応し３部構成となっています。 
第１部では、個別の具体的施策の進捗状況等をもとに５つの基本戦略（①生物多様性を社会に浸

透させる、②地域における人と自然の関係を見直し、再構築する、③森・里・川・海のつながりを

確保する、④地球規模の視野を持って行動する、⑤科学的基盤を強化し、政策に結びつける）毎の

達成状況を整理しました。 
第２部では、COP10 において採択された愛知目標の達成に向け、戦略 2012-2020 第２部に掲げ

る我が国の 13 の国別目標について、その達成に向けて設定した主要行動目標にかかる取組状況及

び関連指標群の動向を踏まえて達成状況を点検しました。 
第３部では、生物多様性に関する政府の行動計画として、体系的に整理した約 700 の具体的施策

について、進捗状況及び今後の課題等を施策毎に記述しました。点検にあたっては、多種多様な施

策の実施状況をわかりやすく把握するため、共通の様式を用いてとりまとめました。また、具体的

施策においては 50 の数値目標を設定しており、同目標の達成状況についても点検を行いました。 
また、本点検結果のとりまとめにあたっては、平成 26 年１月 27 日に中央環境審議会自然環境部

会に報告するとともに、平成 26 年１ 月 27 日～平成 26 年２ 月 20 日にパブリックコメントを実

施しました。 
 

- 2 -


